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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
恙
な
く
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
急
速
に
進
行
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
経
済
は
、
世
界
を
平
準
化
す
る
一
方
で
経
済
競
争
が

一
段
と
激
化
し
、
各
所
に
歪
み
も
発
生
し
て
お
り
、
特
に
先
進
国
の
経
済
は
低
成
長
に
あ
え
い
で
い
ま

す
。
一
昨
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
世
界
同
時
不
況
か
ら
脱
皮
し
て
、
我
国
経
済
は
昨
年
９
月

期
の
企
業
収
益
が
大
手
企
業
を
中
心
に
好
転
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
家
計
に
ま
で
浸
透
す
る
こ
と
を
願

い
、
今
年
こ
そ
は
日
本
の
政
治
、
経
済
の
面
で
少
し
で
も
明
る
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
願
う
も
の
で
す
。

　

合
併
以
来
、
早
い
も
の
で
６
年
が
経
過
致
し
ま
し
た
。
１
期
の
４
年
間
は
持
続
可
能
な
行
政
を
ベ
ー

ス
に
、
財
政
健
全
化
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
新
町
の
理
念
で
あ
る
「
人
と
自
然
が
輝
く
高
原
の
ま
ち
」
に

一
歩
で
も
近
づ
く
た
め
、
無
我
夢
中
で
邁
進
し
た
よ
う
に
回
想
し
て
い
ま
す
。

　

２
期
目
の
前
半
は
、
合
併
以
来
封
印
し
て
お
り
ま
し
た
「
創
造
と
改
革
」
を
大
き
な
柱
に
し
て
取
り

組
み
、
現
在
執
行
中
の
３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
も
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
順
調
に
進
捗

し
て
お
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
国
は
政
権
交
代
と
い
う
平
成
維
新
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
国
政
の
混
迷
振
り
は
、
国

民
等
し
く
憂
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
年
こ
そ
は
国
民
が
望
む
安
定
し
た
国
政
運
営
を
心
か
ら

祈
念
し
た
く
存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
各
位
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
年
頭
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年　

元
日

　

�

神
石
高
原
町
長　

牧 

野　

雄 

光

町
長
新
年
あ
い
さ
つ
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「神石高原町ブライダルセンター」を
ご利用ください

お問い合わせ先　神石高原町ブライダルセンター事務局（まちづくり推進課内）　☎89-3332

婚活イベントを開催しました!!
　神石高原町ブライダルセンターが 12月 23 日（祝），「自然大
好き！さよなら独りぼっちのクリスマス」と題して婚活イベント
を開催しました。
　福山市内の飲食店で男性 22名，女性 23 名で行われたイベン
トは，最初こそ皆さんぎこちない様子でしたが，自己紹介が終わ
る頃には自然と打ち解け，終始にこやかな雰囲気に。最終的には
４組のカップルが誕生し，クリスマスの過し方に質問が及ぶと「ク
リスマスなので楽しくショッピングなどを楽しみたい」と皆さん
笑顔で話されました。お二人の愛を順調に育んでほしいものです。

　少子高齢化が進む中，町では定住を促進するための各種
補助制度を設けています。皆さんぜひご利用ください。

いずれの補助制度も申請が必要です。詳しくは，まちづくり推進課へお問い合わせください。

住まいを支援
・�自宅を新築する際に最大100万円を補助
・�新築の材料として町有林を無償譲渡

お問い合わせ先　まちづくり推進課　☎89-3332

結婚子育て支援
・�新婚の夫婦へやまなみ商品券３万円相当
額と仲人さんへはやまなみ商品券 10万
円相当額
・�小学校入学１年生
の保護者へ第１子
10 万円，第２子
20 万円，第３子
以降30万円

・�新築住宅の固定資産
税 1/2 相当額を５
年間支給
・�自宅を改修するＵ
ターン者や新婚定住
者へ最大 50 万円を
補助

定住促進事業を
ご存じですか？

　神石高原町ブライダルセンターでは，未婚の男女の出会いの場の提供や，結婚相談
に応じています。地域の結婚相談員へお気軽にご相談ください。また，結婚相談所に登
録された個人情報は厳格に管理していますのでご安心ください。
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神石高原町

人
事
行
政
の
運
営
の
状
況
抜　粋

※�「人事行政の運営等の状況」については，町ホームページ（http://www.jinsekigun.jp/）に詳
細を掲載しますので閲覧ください。

 １　職員の任免及び職員数に関する状況�
　□職　員　数　187名（平成 22年４月１日現在　３役を含まない）
　□職員の採用　１名（平成 22年４月１日採用）
　□職員の退職　11名（うち勧奨退職５名）（平成21年４月１日～平成22年３月31日退職）

 ２　職員の給与の状況�
⑴ 職員の平均年齢，平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成22年４月１日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 43.3 歳 332,400 円 371,800 円

技能労務職 52.3 歳 352,500 円 372,200 円
注）１　「平均給料月額」とは，平成 22年４月１日現在における職種ごとの職員の基本給の平均である。
　　２　�「平均給与月額」とは，給料月額と毎月支払われる扶養手当，住居手当，時間外勤務手当などの全ての諸

手当の額を合計したものである。

⑵ 給料の減額措置
対　象　者 内　　　容 期　　　間

町長・副町長・教育長 期末手当を 10％減額 平成 22年４月１日～
平成 23年３月 31日

⑶ 期末手当，勤勉手当，退職手当の状況（平成 22年４月１日現在）
区　　　分 内　容 支　払　額

期末・勤勉手当 期末手当 2.75 月
勤勉手当 1.4 月

１人当たり平均支給額（21年度）
� 1,476 千円

退職手当
勤続 25年の場合
　自己都合　33.5 月分
　勧奨退職　41.34 月分

１人当たり平均支給額
� 25,480 千円

注）１　退職手当の１人当たり平均支給額は，平成 21年度に退職した職員に支給された平均額である。

⑷ 特別職の報酬等の状況（平成 22年４月１日）
区　　　分 給料／報酬月額 期末手当　（　）は減額措置前の額 退職手当

町 長
副 町 長
教 育 長

742,000 円
651,000 円
606,000 円

2,342,309 円（2,602,565 円）
2,055,044 円（2,283,382 円）
1,912,991 円（2,125,545 円）

（算定方式）
給料月額×在職年数×乗率
乗率　町長5.0　副町長3.0

議 長
副 議 長
常任委員長
議 員

300,000 円
245,000 円
235,000 円
225,000 円

1,035,000 円（1,069,500 円）
845,250 円（873,425 円）
810,750 円（837,775 円）
776,250 円（802,125 円）

⑸ 初任給の状況（平成 22年４月１日現在）
区　　　　分 神石高原町 国

一般行政職
大　学　卒 172,200 円 172,200 円

高　校　卒 140,100 円 140,100 円

　
町
職
員
の
給
与
や
職
員
数
、
勤
務
条
件
な
ど
の
人
事

行
政
の
運
営
等
の
状
況
に
つ
い
て
「
地
方
公
務
員
法
」、

「
神
石
高
原
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に

関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
公
表
す
る
も
の
で
す
。
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12
月
14
日
（
火
）、
12
回
目
の
夢
創

造
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
20

年
後
の
神
石
高
原
町
」
の
実
現
の
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
盛
り
込
ん
だ
提
言

書
が
、
赤
木
委
員
長
か
ら
牧
野
町
長

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
過
疎
化
、
少
子

高
齢
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
人
口
増
に

つ
な
げ
る
た
め
の
５
つ
の
夢
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

神
石
高
原
町

夢
創
造
委
員
会
開
催
！

第12回

「 教 養 の ま ち － 神 石 高 原 町 」

読書感想文紹介
「おこだでませんようにを読んで」
� 来見小学校４年　藤井 智弥君

　ぼくは，初めて，この本をみつけた時に，「おこだでませんよ
うに」という題名を見て何のことか，意味がわかりませんでした。
どういう意味かなと思って読みたくなりました。
　おこだでませんようにというのは，おこられませんようにとい
う意味でした。
　主人公の男の子は，いつもおこられていました。家でも学校で
もおこられていました。
　お母ちゃんが，仕事で帰りがおそい時にかぎって妹が，わがま
まを言います。男の子が，妹をしかると，妹は，母ちゃんが帰っ
てくるまで，大泣きをする。母ちゃんは，かならず男の子をしか
ります。
　ぼくは，男の子が耳せんしたかったと思いました。
　男の子は，学校でもおこられます。意地悪されて仕返ししたの
に，おこられたのは男の子だけでした。
　ぼくは，不公平だと思いました。
　男の子は，本当は，ほめられたいようです。男の子は，ねてい
ても，おこられるゆめを見るようです。ぼくは，そんなゆめは，しゅ
うせいえきで消したいです。
　男の子は，たなばたさまのお願いをたんざくに書きます。一番
のお願いを書きました。その願いは，「おこだで ませんように」

と書きました。本当は，おこられませんようにと書こうと思った
のです。でも，字を間ちがえてしまったのです。
　ぼくは，男の子が先生におこられるのかと思いました。男の子
がかわいそうだと思いました。
　ぼくは，ドキドキしながら，次のページをめくりました。
　男の子が，書きおわったときは，最後でした。男の子は，先生
に，書いたたんざくを，わたしました。
　男の子は，あーあ，またおこられると思いました。先生は，じっ
とたんざくを見ました。
　ぼくは，おこられるぞと思いました。ところが，先生は，泣き
ました。
　ぼくは，先生が泣いたので，びっくりしました。
　先生は，男の子に
「先生……，おこってばっかりやったんやね。…ごめんね。よう
書けたねえ。ほんまに，ええお願いやねえ。」
とほめました。
　男の子は，おどろきました。
　ぼくは，少し，もらい泣きをしました。もらい泣きをしたわけ
は，先生が泣いていたからです。先生は，男の子の気持ちが，初
めてわかったから，泣いたと思います。
　ぼくは，男の子に，
「願いがかなってよかったね。」
と言ってあげたいです。

小学生の部，最優秀賞に輝いたもう１作品を紹介します。

提
言
書
「
世
界
に
羽
ば
た
く
神
石
高
原
町

�

－オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て

－

」
を
提
出

　

夢
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
次
の
５
つ
で
す
。

「
１
０
０
歳
万
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

～
高
齢
者
が
、
健
康
で
生
き
が
い
を
感
じ
、
自
立
で
き
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
づ
く
り
～

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
・
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

～
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自
足
と
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
定
住
の
促
進
～

「
生
命
へ
の
敬
意
を
育
む
教
育
・
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

～
神
石
高
原
の
特
性
を
活
か
し
た
教
育
の
場
の
創
造
と
交
流
～

「
世
界
に
誇
る
医
療
拠
点
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

～
神
石
高
原
の
特
性
を
活
か
し
た
医
療
拠
点
の
創
造
と
世
界
へ
の
飛
躍
～

「
神
石
高
原
ブ
ラ
ン
ド
育
成
・
６
次
産
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

～
自
立
し
た
産
業
の
確
立
～

赤木委員長（左）から牧野町長（右）
へ提言書が渡されました
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神石高原
ご家庭への光ケーブル引き込み工事について

「食事バランスガイド」食育ミニ知識

　神石高原町食育推進ネットワーク協議会では，食育を通してみなさんの健康づくりや豊かな心を育めるよう
取り組んでいます。そこで，食育に関するミニ知識として，今回は「食事バランスガイド」について紹介します。

バランスのよい食事にするには…食事バランスガイドとは？
　健康の基本はバランスよく適量を食べることです。
　「食事バランスガイド」は，１日のバランスのよい料理の組み合わせ
と大まかな量をコマの形で示しています。バランスが悪いとコマは倒
れてしまいます。コマを倒さないよう，毎日の食事に気を配りましょう。
①�コマは５つの料理グループに分かれています。
②�上にある料理グループほどしっかり食べましょう。

2,200Kcal ± 200Kcal の目安量
イラストは基本形１日分の例

主食：ごはん・パン・めん
ごはん中盛り４杯程度

副菜：野菜・きのこ・海草料理
野菜料理５皿程度

主菜：肉・魚・卵・大豆料理
肉・魚・卵・大豆料理から３皿程度

牛乳・乳製品 牛乳だったら１本

果物 みかんだったら２個程度
菓子・嗜好飲料 楽しく適度にとりましょう。（１日200Kcal程度が目安）

コマの軸は水・お茶

コマのひもは

◆�まずは，主食・主菜・副菜をそろえ
て食べましょう

◆�そして，１日に乳
製品や果物も食
べる習慣をつける
と，コマがうまく
まわります。

具沢山汁
なら副菜主食

主菜

副菜

運動

お問い合わせ先　情報プロジェクトチーム　☎0847-89-3352〈役場本庁〉
　　　　　　　　株式会社ケーブル・ジョイ　☎0847-45-0557〈府中〉
　　　　　　　　同 上 　 神 石 高 原 事 務 所　☎0847-89-0012〈油木〉

ホームページ http://www.ccjnet.ne.jp/~kagayaki/

　光ケーブルの引き込み工事に際しては，事前にご連絡いたします。
　また，工事が完了した後は，引き込み工事の漏れを防ぐため「引込工
事完了確認書」へ署名していただきますよう，ご協力をお願いします。

お近くの電柱から“引き込み用光ケーブル”
により軒下のONUへ接続します。
標準施工方法のご紹介
※１�　引き込み用光ケーブルを取り付ける位置は，軒の
角になります。

※２�　ONUの位置は，電柱側で，テレビもしくは電話
の線が宅内へ入っている近くになります。

　引き続き今年も，私有地に設置させていただいた電柱に係る契
約にお伺いしますのでよろしくお願いします。

引き込み用光ケーブル
ONU

※１
※２

新年
おめでと

うございます

厚生労働省・農林水産省決定
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トピックス＆ニュース

　
高
蓋
地
区
の
地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
「
高
蓋
地
区
を
発
展

さ
せ
る
会
」（
槌
原
敬
司
会
長
）
が
、
地
域
の
名
所
や
魅
力

を
集
め
た
２
０
１
１
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
と
郷
土
か
る
た
を
制

作
さ
れ
、
地
区
内
の
世
帯
へ
無
償
で
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
３
月
に
高
蓋
小
学
校
が
閉
校
と
な
る
た
め
、
地
域
の

歴
史
や
文
化
を
次
世
代
に
伝
え
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で

す
。
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
伝
統
行
事
や
地

区
の
風
景
写
真
な
ど
、
か
る
た
に
は
、
歴

史
や
名
所
を
五
七
調
に
読
み
札
に
し
て
紹

介
し
、
絵
柄
は
地
元
出
身
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
依
頼
さ
れ
ま

し
た
。「
年
配
の
方
に
は
懐
か
し
ん
で
い
た
だ
き
、
子
ど
も
達
に

は
地
元
を
知
る
事
で
地
域
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
希
望
者
に
は
販
売
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
は
、
事
務
局　
馬
屋
原
さ
ん
（
☎
８
５‐２
０
０
７
）
ま
で
。

郷
土
の
今
昔
残
す　

カ
レ
ン
ダ
ー
・
か
る
た
完
成

　

12
月
31
日
・
１
月
１
日
に
か
け
て
、
恒
例
の

「
２
０
１
１
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火
大
会
」
が
安
田

老
人
集
会
所
「
喜
楽
荘
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

安
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
会
と
安
田
自
治
振
興
会
が
催

し
た
も
の
で
会
場
で
は
、
す
み
た
く　

ま
さ
と
さ

ん
に
よ
る
ち
く
わ
笛
の
演
奏

や
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
の
紅

白
歌
合
戦
、
豚
汁
の
振
る
舞

い
な
ど
が
あ
り
、
来
場
さ
れ

た
方
は
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
午
前
０
時
か
ら
は

新
年
を
祝
う
約
１
７
０
発
の

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
11
月
28
日
、
シ
ル
ト
ピ
ア
カ
レ
ッ
ジ
図
書
館

で
「
第
11
回　
図
書
館
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
や
、
絵
本
の
会
「
ゆ
き
ん
こ
」
の
み
な

さ
ん
に
よ
る
大
型
紙
芝
居
を
使
っ
た
お
は
な

し
会
、
そ
し
て
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
や
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

ラ
イ
ム
・
ミ
ン
ト
の
２
人
に

よ
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
も
あ

り
、
本
に
親
し
ん
だ
１
日
と

な
り
ま
し
た
。

本
に
親
し
ん
だ
よ

第
11
回　

図
書
館
ま
つ
り

　
神
石
中
学
校
２
年
生
の
矢
廹
野
乃
佳
さ
ん
が
書
い
た
童
話「
ハ
ル
さ
ん
と
こ
ん
太
」

が
、
第
41
回
Ｊ
Ｘ
童
話
賞
（
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
主
催
）
中
学
生

の
部
で
見
事
佳
作
に
入
選
し
ま
し
た
。

矢
廹
野
乃
佳
さ
ん　

Ｊ
Ｘ
童
話
賞　

佳
作
受
賞
！

　
こ
の
童
話
賞
は
、「
心
の
ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー

マ
に
毎
年
全
国
か
ら
募
集
さ
れ
て
い
る
も
の
で

矢
廹
さ
ん
は
、
優
し
い
お
ば
あ
さ
ん
と
子
ぎ
つ

ね
の
ふ
れ
あ
い
を
童
話
に
し
、「
神
石
高
原
町

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
書
い
た
。
読
ん
だ
方
が
心
の

温
ま
る
気
持
ち
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
受

賞
の
喜
び
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
矢
廹
さ
ん

の
作
品
を
含
め
た
優
秀
作
品
は
、
１
冊
の
本
に

ま
と
め
ら
れ
、
希
望
者
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

る
そ
う
で
す
。詳
し
く
は
、Ｊ
Ｘ
童
話
賞
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
年
を
祝
う
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火
大
会

パネルシアター「アラジンとまほうのランプ」
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住　

民　

課�

☎
８
９-

３
３
３
４

平
成
22
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
受
付
期
間
は

２
月
16
日（
水
）か
ら
３
月
15
日（
火
）ま
で
で
す
。

※�

還
付
申
告
の
場
合
は
、
２
月
15
日
（
火
）
以
前
で
も
申
告
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
中
、
ｅ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
は
24
時
間
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

確
定
申
告
会
場
の
開
設
日
程

○
期　
　
間　
２
月
１
日
（
火
）
～
３
月
15
日
（
火
）

○
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

○
会
場
名　
府
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

�

（
府
中
市
府
川
町
70
番
地
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

※�

上
記
期
間
中
は
、
府
中
税
務
署
で
は
申
告
相
談
を
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
府
中
税
務
署　
☎
０
８
４
７
‐
４
５
‐
２
５
７
０

▼�
府
中
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
期　
　
間　
２
月
15
日
（
火
）
～
３
月
11
日
（
金
）

○
受
付
時
間　
（
午
前
）
９
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　
（
午
後
）
１
時
～
４
時

※�

相
談
日
及
び
相
談
会
場
に
つ
い
て
は
、
自
治
振
興
会
を
経
由

し
、
班
ご
と
に
別
途
回
覧
文
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
（
土
・
日
曜
日
、
そ
れ
以
外
の
日
で
受
付

を
行
わ
な
い
日
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
税
務
係
又
は
各
支
所
町
民
課
町
民
係

▼�

平
成
23
年
度
町
県
民
税
（
平
成
22
年
中
所

得
分
）
申
告
受
付
日
程

保　

健　

課�

☎
８
９-

３
５
３
５

　
保
健
課
と
福
祉
課
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平

成
26
年
度
ま
で
の
神
石
高
原
町
高
齢
者
プ
ラ
ン

（
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
第
５
期
介
護
保
険
事
業

計
画
）（
※
）
を
策
定
し
ま
す
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
が
皆
さ
ん
の
ご
意
見
に
沿
っ
た
も

の
と
な
る
よ
う
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
実
施
時
期

　
２
月
初
旬
に
発
送
予
定

○
実
施
内
容

　
�

介
護
及
び
福
祉
に
関
す
る
現
状
調
査
及
び
意
向

調
査

○
実
施
対
象
者
（
無
作
為
抽
出
）

　
①�
要
介
護
認
定
及
び
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
方　
約
１
，
２
０
０
名

　
②�

要
介
護
及
び
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
在

宅
の
方　
約
７
５
０
名

○
実
施
方
法
及
び
回
収
方
法

　
対
象
者
の
方
に
直
接
郵
送
し
ま
す
。

�

（
回
収
封
筒
を
同
封
し
ま
す
。）

▼�

介
護
及
び
福
祉
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
と
ご
協
力
の
お
願
い

※�

神
石
高
原
町
高
齢
者
プ
ラ
ン
（
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
）
と
は
…

　

�

高
齢
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
実
施
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
充
実
、
介
護
保
険

制
度
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
計
画

農
業
委
員
会�

☎
８
９-

３
３
５
０

氏　
　
名

担　
当　
区　
【（　
）
内
は
班
名
】

織
田　
邦
昭
井
関
大
矢

伊
勢
村
正
治
相
渡
・
な
が
の
村
・
南

美
田　
雅
彦
安
田
・
仙
養
西
（
李
・
小
吹
）

伊
勢
村
春
行
高
光
・
古
川

小
川　
玲
子
上
（
日
南
・
陰
地
・
小
坂
）

池
本　
　
保
時
安
（
８
更
正
・
坂
田
・
大
忠
・
久
留
美
・
竹

之
上
）

横
儀　
秋
弘
草
木

日
下　
文
子
父
木
野

光
末　
幸
司
上
（
城
江
・
あ
け
ぼ
の
・
光
信
）

鈴
木　
孝
知
城
山
・
西
油
木

西
森　
勝
次
福
永
（
滝
合
・
宮
地
・
宮
地
住
宅
・
下
市
・
上

市
・
殿
敷
・
殿
敷
住
宅
）

梶
尾　
英
志
田
頭
・
木
津
和

小
林　
文
雄
上
豊
松

政
宗　
武
幸
小
畠
（
イ
組
・
ロ
組
・
ハ
組
・
ニ
組
・
上
阿
下
・

下
阿
下
）・
高
蓋
（
広
石
）

今
井
ゆ
き
み
源
流
の
里
し
ん
さ
か

芳
賀　
英
雄
東
油
木
・
い
ち
ば
・
南
油
木

圓
道
タ
ミ
子
福
永
（
中
屋
・
見
後
・
七
曲
・
神
寿
苑
）

塚
本　
尚
夫
牧

小
田
千
寿
香
下
豊
松

西
原　
　
齊
仙
養
西
（
郷
・
恩
土
）・
仙
養
東

赤
木　
照
章
小
野

赤
木　
隆
富
有
木

江
草　
節
志
笹
尾

槌
原　
敬
司
高
蓋
（
乙
卯
・
丸
山
・
桑
木
・
猿
ケ
馬
場
）

福
本　
正
志
時
安
（
時
安
谷
・
折
谷
・
上
佐
草
・
下
佐
草
・

飯
山
・
野
呂
原
）・
坂
瀬
川

山
内　
勝
之
小
畠
（
三
和
・
長
者
原
・
久
木
・
上
組
・
常
光
・

亀
石
）

佐
伯　
知
省
高
蓋
（
胡
・
川
南
・
自
力
・
自
力
住
宅
・
下
組
・

永
谷
・
日
南
・
御
地
・
切
田
）

・
会
長　

佐
伯　

知
省

・
会
長
職
務
代
理
者　

山
内　

勝
之

　
担
当
区
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

�

＊
敬
称
略
、
議
席
順
　（
任
期
は
平
成
25
年
12
月
18
日
ま
で
で
す
。）

▼�

神
石
高
原
町
農
業
委
員
会
委
員
が

　
決
ま
り
ま
し
た

町ホームページへのバナー広告募集について
　平成 23 年度掲載のバナー広告（広告大 3,150 円／月，広告小 2,100 円／月）を募集します。第１回
目の締切は２月 28 日（月）です。詳しくは，町ホームページをご覧ください。
� 情報プロジェクトチーム　☎ 89-3352 8広報 神石高原 No.75

町からのお知らせ



福　

祉　

課�

☎
８
９-

３
３
３
５

　民生委員・児童委員が決まりました。身近な相談相手としてお気軽にご相談ください。
� ＊敬称略　（任期は平成 25年 11月 30日までです。）

▼ �民生委員・児童委員が決まりました

地区 担当地域 委員氏名

油　
　
　
　
　
木

城山・西油木の一部（野田丸） 若林　保男
西油木の一部
（当川内・門田原・入谷・福本・シルトピア） 野村　澄子

東油木 藤井　祥壽
いちばの一部（市場上・市場中・市場後） 日野石智子
いちばの一部（市場下）・南ゆき 藤井　優晴
安田の一部（安田下・山形前・山形後） 内樋　順香
安田の一部（安田上・安田中） 宇賀　邦枝
小野 前原　寿子
新坂 今井　壽史
仙養西の一部（李・小吹） 阪口　雅弘
仙養西の一部（郷・恩土）　仙養東の一部（西道）髙橋　靖文
仙養東の一部（忠原・花済） 亀田　桂子
仙養東の一部（山方・上野谷・矢名瀬） 平元　二重
油木地区全域� ※主任児童委員 横山　典子

神　
　
　
　
　
石

古川 姿　　博彰
高光 森藤香奈江
草木の一部（大谷・福桝・草木郷） 小川　和子
相渡の一部（野方・竹中）
永野の一部（神龍・双子城・北前） 宮﨑　悦子

福永の一部（宮地・宮地住宅・下市・上市） 兼定　睦子
相渡の一部
（中組・板橋・野呂・水清・向組・川平・土生）前田　由広

永野の一部（和田・上組・市場）・南 石井　秀夫
草木の一部（東・中・後） 豊田　耕三
牧・福永の一部（岩石・間瀬・宇賀） 圓道　昭裕
福永の一部
（滝合・殿敷・中屋・見後・七曲・殿敷住宅） 葊田　博子

田頭 滝口美惠子
神石地区全域� ※主任児童委員 佐々井圭子

豊　
　
松

下豊松の一部

（川東前・川東後・のぞみヶ丘 21・陽光団地・）高齢者福祉生活センター
有木の一部
（仁吾上・仁吾下・宮尾・枇杷谷・岩ケ瀬）

橋本　龍之

地区 担当地域 委員氏名

豊　
　
　
　
　
松

上豊松の一部

（平谷・光政・井上谷・野江栗・父賀・堀越・内山・）九日原・平谷団地・あさひヶ丘
尾﨑　生雄

上豊松の一部

（中間谷・臂政・寺谷・中郷・野田有賀・堂面）下谷・天田・東天田・八鳥）
赤木美和子

下豊松の一部（追谷・本町・中町・中筋・野呂川）池田　政宏

有木の一部
（中平・日の郷・猪鼻・牧迫・油屋上・油屋下）小坂　芙美

笹尾 坂井千代子

豊松地区全域� ※主任児童委員 笹部　和枝

三　
　
　
　
　
和

井関大矢の一部
（４組・５組・大矢・下大矢・下井関） 板屋　艶子

井関大矢の一部（新重・１組・２組・３組） 木本　成文

時安の一部
（８更正・坂田・大忠・折谷・上佐草・下佐草）宮本知惠子

時安の一部
（久留美・竹之上・時安谷・飯山・野呂原） 井上　晴視

坂瀬川 小林　芙美

小畠の一部
（イ組・ロ組・ハ組・二組・上阿下・下阿下） 大田　光孝

小畠の一部（三和・長者原・上組） 山内マチ代

小畠の一部（久木・常光・亀石） 矢壁　康代

上の一部（日南・陰地・小坂・城江） 瀬尾　昌枝

上の一部（あけぼの・光信） 延岡　憲子

高蓋の一部（胡・川南・乙卯・自力） 高橋　伯明

高蓋の一部
（下組・永谷・広石・日南・御地・切田） 梅岡　健治

高蓋の一部（丸山・桑木・猿ヶ馬場） 岡　　数子

木津和 栩木　弘子

父木野 山岡　啓訓

三和地区全域� ※主任児童委員 馬屋原竜子

　

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付

の
申
請
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
方

　

�

平
成
23
年
度
に
進
学
等
を
希
望
し
て

い
る

　

・�

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母
子
家

庭
の
母
又
は
児
童

　

・�

20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡

婦
ま
た
は
20
歳
以
上
の
子

　

・
父
母
の
い
な
い
児
童

○
対
象
と
な
る
資
金

�

（
※
貸
付
は
い
ず
れ
も
無
利
子
で
す
）

・
修
学
資
金

　

�

高
等
学
校
、
大
学
、
高
等
専
門
学

校
ま
た
は
専
修
学
校
に
就
学
す
る

た
め
の
授
業
料
、
書
籍
代
、
交
通

費
な
ど
に
必
要
な
資
金

・
修
業
資
金

　

�

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
技

能
を
習
得
す
る
た
め
に
必
要
な
資

金
・
就
学
支
度
資
金

　

�

就
学
、
修
業
す
る
た
め
に
必
要
な

入
学
金
や
被
服
な
ど
の
購
入
資
金

○
申
込
締
切　
２
月
22
日
（
火
）

　

詳
し
く
は
、
福
祉
課
生
活
福
祉
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼�
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
の

貸
付
に
つ
い
て
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BASKET NEWS
〒720－1522　神石高原町小畠2025
神石高原町役場情報プロジェクトチーム「神石高原バスケットニュース」係
E-mail　jk-kouhou＠town.jinsekikogen.hiroshima.jp

あて先
広報神石高原では，みなさまからのお便りや
お知らせ・俳句など，お待ちしております。
みなさまでこのページをご活用ください。

神
石
高
原

ニュースバスケット

絵本の読み語り研修会
　11月30日，シル
トピアカレッジ図書
館で絵本の読み語り
研修会を開催しまし
た。講師に，おのみ
ち　学校で本を読む
会「ルピナス」の方を
お招きし，読み語り
の実演を交えての指導を受けました。この日に学
んだ事を活動に活かしていきたいです。
� （絵本の会「ゆきんこ」）

新年を自分で作ったしめ飾りで
　12月26日，高
蓋自治振興会下組
班で，恒例となっ
たしめ飾り作りが
行われました。参
加された方は，１
年に１回の作業
で，最初はぎこち

なかった作業も次第にコツを掴んで，最後には立
派なしめ飾りが出来上がりました。新年も良い年
でありますように！� （高蓋　Ｔさん）

「
戦
時
中
の
苦
労
話
を
聞

か
せ
て
ほ
し
い
」
と
来
る

“
高
額
本
”
の
訪
問
販
売

　
「
戦
時
中
の
苦
労
話
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
、

突
然
男
性
が
来
訪
し
た
。
初
め
は
玄
関
で
対
応
し
て

い
た
が
、
メ
モ
を
取
る
の
に
家
に
入
れ
て
く
れ
と
言

わ
れ
、
座
敷
に
通
し
た
。

　

２
時
間
ほ
ど
話
し
た
後
、「
今
の
話
を
記
事
に
し

て
載
せ
た
本
を
作
る
の
で
、
買
わ
な
い
か
」
と
急
に

本
の
購
入
を
勧
め
ら
れ
た
。
６
万
８
千
円
と
高
額

だ
っ
た
が
、
長
時
間
熱
心
に
話
を
聞
い
て
く
れ
た
の

で
、
断
る
の
は
悪
い
と
思
い
、
２
万
円
を
申
込
金
と

し
て
支
払
っ
た
。
後
日
、
名
簿
を
使
っ
て
、
他
の
人

に
も
勧
誘
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
不
審
な

の
で
、
解
約
し
た
い
。�

（
70
歳
代　
男
性
）

○�

「
戦
時
中
の
話
を
聞
き
た
い
」
と
、
あ
た
か
も
取

材
だ
け
が
目
的
で
あ
る
か
の
よ
う
に
高
齢
者
宅
を

訪
問
し
、
長
時
間
話
を
聞
き
、
断
り
に
く
い
状
況

に
し
た
上
で
、
体
験
談
を
載
せ
た
と
称
す
る
本
を

高
額
で
売
り
つ
け
る
、
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

○�

こ
の
ほ
か
に
も
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
時
の
苦
労
話
、
国

鉄
職
員
や
教
員
の
時
の
体
験
談
な
ど
、
本
の
テ
ー

マ
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

○�

長
い
時
間
話
を
聞
い
て
く
れ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
相

手
に
遠
慮
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
が
な

け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

○�

見
知
ら
ぬ
人
を
家
に
上
げ
る
こ
と
に
対
し
て
は
慎

重
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

本
情
報
は
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
公
表
情
報
を
も
と

に
広
報
し
て
い
ま
す
。

サンタさんがやって来た！
　クリスマスに町内では，サンタさんが子ども達にプレゼントを
持って来てくれました。
　シルバー人材センターでは油木保育所と町内の各学童保育に，神
石高原町青年会では町内の各保育所・幼稚園を訪問しました。サン
タクロースの登場に子ども達
は大喜びし，「サンタさんあ
りがとう。また来年も来てね」
と笑顔を見せていました。サ
ンタさんも子ども達に元気を
もらったようです。
� （小畠　Ｍさん）

シルバーのサンタ
油木保育所

青年会のサンタ
いずみ保育所
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Event Calendar

15 土

16 日

17 月

18 火 保育所開放 10：00 ～ 11：00
� （いずみ保育所 TEL：87-0099）

19 水

20 木 ミニおひさま広場たかふた 10：30 ～ 14：00
� （さんわ総合センター）

子育て相談� （こばたけ保育所）

犬・猫引取り日� （油木・神石地区）

21 金 家族機能・アルコール相談 14：00 ～ 16：00
� （保健福祉センター TEL：89-3366）（要予約）

保育所開放 10：00 ～ 11：00
� （とよまつ保育所 TEL：84-2132）

22 土

23 日 平成 23 年神石高原町消防団出初式�（油木体育館）

24 月

25 火 保育所開放 10：00 ～ 11：00
� （こばたけ保育所 TEL：85-2718）

26 水

27 木 ウォーキング教室 13：30 ～ 15：30
� （くるみふれあいプラザ）

28 金

29 土

30 日

31 月

1 火

2 水 行政相談所開設９：30 ～ 11：30� （三和公民館）

3 木 犬・猫引取り日� （油木・豊松・三和地区）

4 金

5 土

平成23（2011）年1月/2月

日 ９時～17時曜日月日 ９時～17時曜日月
神石高原町立病院
☎85-2711  小　畠

鈴木クリニック
☎87-0199  福　永

吉實クリニック
☎82-0005  油　木

火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ

シルトピアカレッジ

小畠交流会館

豊松老人福祉センター

神石老人福祉センター

シルトピアカレッジ

※詳しくは地域子育て支援センター（☎82-2002）へ

お ひ さま広 場 （10：00～15：00）

金

日

日

日

11

13

20

27

2 鈴木クリニック

神石高原町立病院

吉實クリニック

神石高原町立病院

日

日

日

日

16

23

30

6

1

2

鈴木クリニック

神石高原町立病院

吉實クリニック

神石高原町立病院
15

18
19

21
22

25
26
27
28

29

1
2
3

4
5

8
9
10

12

15
16

18
19

22
23
24
25

26

1月・2月の休日当番医

1月

2月

6 日

7 月

8 火

9 水 保育所開放 10：00 ～ 11：00
� （くるみ保育所 TEL：85-3329）

10 木 保育所開放 10：00 ～ 11：00
� （油木保育所 TEL：82-0906）

11 金

12 土

13 日

14 月

15 火 保育所開放 10：00 ～ 11：00
� （いずみ保育所 TEL：87-0099）

16 水

17 木 ミニおひさま広場くるみ 10：30 ～ 14：00
� （くるみふれあいプラザ）

犬・猫引取り日� （油木・神石地区）

18 金 家族機能・アルコール相談 14：00 ～ 16：00
� （保健福祉センター TEL：89-3366）（要予約）

保育所開放 10：00 ～ 11：00
� （とよまつ保育所 TEL：84-2132）

19 土

20 日

21 月

22 火 保育所開放 10：00 ～ 11：00
� （こばたけ保育所 TEL：85-2718）

23 水

24 木 ウォーキング教室 13：30 ～ 15：30
� （油木山村開発センター）

25 金

26 土

27 日 YAMANAMI ROCK Fes '11
� （さんわ総合センター TEL：85-3097）

28 月

1
月

2
月

行事カレンダー
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土
づ
く
り
に
つ
い
て

特
集

福山大学人間文化学部主催「友だち
にすすめたい本」コンクールで入賞

課題研究発表会
　12 月 15 日，
１年間自分の決
めたテーマにつ
いて探求してい
く『明日ある我
ら（総合的な学
習）』のまとめ
として，課題研究発表会を開きました。普通科は
人文科学系・理数系など６分野から，産業ビジネ
ス科は「神石高原町の景観を再生」というテーマ
で，それぞれ工夫を凝らした方法で聴衆にアピー
ルしながら発表しました。

音楽部クリスマスコンサート
　２学期最後とな
る 22 日，音楽部が
恒例のクリスマスコ
ンサートを開きまし
た。「ジングルベル」
「聖夜」などのおな
じみのメロディーが次々と演奏され，クリスマス気分に。
たくさんの聴衆が集まり素敵なひと時を過ごしました。

広島県学校農業クラブ連盟大会「プロジェク
ト発表会」全区分油木高校最優秀賞獲得
　12月16日，沼南高校で平成22年度広島県学校農業ク
ラブ連盟大会プロジェクト発表会が行われました。本校か
らは，ナマズについての研究，山菜についての研究，ミツ
バチについての研究を発表し，「食料・生産」「環境」「文化・
生活」の３区分すべ
てで最優秀に選ばれ
るという，まれにみ
る快挙を成し遂げま
した。来年行われる
中国ブロック大会に
それぞれ出場します。

　

先
月
号
の
牛
ふ
ん
堆
肥
に
続

き
、
今
月
は
、
鶏
ふ
ん
堆
肥
の
紹

介
を
し
ま
す
。

【
鶏
ふ
ん
堆
肥
】

　
堆
肥
化
さ
れ
た
鶏
ふ
ん
は
、
生

鶏
ふ
ん
や
乾
燥
鶏
ふ
ん
に
比
べ
、

肥
効
が
緩
や
か
で
作
物
の
生
育
障

害
も
少
な
く
、
衛
生
的
で
扱
い
や

す
い
堆
肥
で
す
。
ア
ン
モ
ニ
ア
の

揮
発
に
よ
り
窒
素
成
分
が
や
や
低

く
、
土
壌
中
で
の
有
機
物
分
解
は

緩
や
か
で
、
よ
ほ
ど
多
量
に
施
用

し
な
い
限
り
作
物
に
障
害
を
起
こ

す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
用
１

年
目
に
肥
料
と
し
て
働
く
の
は
、

含
有
成
分
の
う
ち
、
窒
素
は
水
田

で
50
％
、
畑
で
70
％
、
り
ん
酸
は

水
田
、
畑
と
も
70
％
、
カ
リ
は
水

田
、
畑
と
も
90
％
で
す
。

堆
肥
の
成
分
（
例
）

　
水
分（
％
）	

20
％

　
pH	

９・５

　
窒
素	

２・０
％
（
対
現
物
重
）

　
り
ん
酸	

７・４
％
（
対
現
物
重
）

　
カ
リ	

３・６
％
（
対
現
物
重
）

　１・２年生全員が夏休みの課題として応募しま
した。また，図書委員会で文集「友だちにすすめ
たい本」の冊子を製本して配布しました。
佳作賞
１年Ｂ組　久吉　由佳
２年Ａ組　竹迫　　梓
１年Ｂ組　幸田　卓也

学校別審査委員賞
１年Ａ組　横山　晴美
１年Ｂ組　宮㟢　紗世
２年Ａ組　渡邉　直樹

分　類 作　物　別 一般的な施用法（10ａ当り）（追肥）野菜配合
少肥タイプ

根菜類
葉菜類

だいこん　さといも
ばれいしょ
ほうれんそう　すいか

（元肥）  牛ふん堆肥　２ｔ
　　　  発酵鶏ふん　200㎏
　　　  苦 土 石 灰　40㎏
　　　  野 菜 配 合　60㎏ １

回　
20
～
30
㎏

１～２回

中肥タイプ
葉菜類
果菜類

キャベツ　レタス
はくさい

（元肥）  牛ふん堆肥　２ｔ
　　　  発酵鶏ふん　300㎏
　　　  野 菜 配 合　100㎏

２～３回

多肥タイプ
果菜類

トマト　きゅうり
なす　ピーマン
アスパラガス

（元肥）  牛ふん堆肥　３ｔ
　　　  発酵鶏ふん　400㎏
　　　  野 菜 配 合　130㎏

３～４回
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い
合
わ
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産
業
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３
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～
の
～
通
信

油木高校Journal
ジ ャ ー ナ ル



休館日 絵本のおはなし会

22011 Ｆｅｂｒｕaｒｙ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

来月の「絵本のおはなし会」 ２月も絵本の会「ゆきんこ」のみなさんによる楽しい絵本のおはなし会があり
ます。みなさんぜひ聴きに来てください。

ところ シルトピアカレッジ図書館（児童図書コーナー）と  き ２月５日（土）ひる２時～　２月 19日（土）ひる２時～

2010 年貸し出しの多かった本を紹介します（１月５日～12 月20日）

（一般書）
『新参者』／講談社　『かっこうの卵は誰のもの』／光文社	 東野　圭吾／著
『告白』『夜行観覧車』／双葉社　『Ｎのために』『贖罪』／東京創元社　『少女』／早川書房	 湊　かなえ／著
『三匹のおっさん』／新潮社	 有川　　浩／著
『１Ｑ８４』／新潮社	 村上　春樹／著
『ゲゲゲの女房　人生は…終わりよければ、すべてよし!!』／実業之日本社	 武良　布枝／著
（児童書）
『アンパンマンをさがせ！１』『アンパンマンをさがせ！２』『アンパンマンをさがせ！３』／フレーベル館	やなせたかし／原作
『アンパンマン大図鑑　公式キャラクター2000』／フレーベル館	 やなせたかし／原作
『女の子と男の子のための料理と手芸　１』　『女の子と男の子のための料理と手芸　５』／ポプラ社	 河野　公子／監修
『ちか100かいだてのいえ』　『100かいだてのいえ』／偕成社	 いわいとしお／作
『はたらくじどう車図鑑　いろいろ501台』／チャイルド本社	 いのうえこーいち／監修
『おてて　たっち』／くもん出版	 武内　祐人／作・構成
『がたんごとん　がたんごとん』／福音館書店	 安西　水丸／作
『こどもずかん　０さい～４さい』／学研	 よしだじゅんこ／絵
『自然遺産の迷路　屋久島発世界一周旅行へ』
『伝説の迷路　ヤマタノオロチの世界から神話と物語の旅へ』／PHP研究所	 香川元太郎／作・絵
『たべたのだあれ』／文化出版局	 五味　太郎／作
『なんの　ぎょうれつ？』／ポプラ社	 オームラトモコ／原作
『１つぶのおこめ』／光村教育図書	 デミ／作
（文庫本）
『田宮模型の仕事（文春文庫）』／文藝春秋	 田宮　俊作／著
『いのちの食卓』／マガジンハウス	 辰巳　芳子／著
『隠居宗五郎（ハルキ文庫）』／角川春樹事務所	 佐伯　泰英／著
『彩雲国物語』／角川書店	 雪乃　紗衣／著
『The manzai１（ピュアフル文庫）』　『The manzai２（ピュアフル文庫）』　『The manzai３（ピュアフル文庫）』／ジャイブ	あさのあつこ／著
『しゃべれども　しゃべれども（新潮文庫）』／新潮社	 佐藤多佳子／著
『白い巨塔１－５（新潮文庫）』　『不毛地帯１－５（新潮文庫）』／新潮社	 山崎　豊子／著
『さみしさの周波数（角川文庫）』／角川書店	 乙　　　一／著

「
ネ
バ
ネ
バ
キ
ン  

は
み
が
き
し
っ
か
り  

金
き
ら
キ
ン
」

	

高
蓋
小
学
校
　
田
邊
瑠
彌
捺
さ
ん

「
歯
は
人
の  

命
を
さ
さ
え
る  

た
か
ら
も
の
」	

高
蓋
小
学
校
　
岡
本
　
紗
希
さ
ん

「
今
日
は
い
い  

昨
日
も
言
っ
た  

次
の
日
歯
医
し
ゃ
」

	

高
蓋
小
学
校
　
藤
井
　
由
実
さ
ん

「
自
分
の
歯  

キ
ラ
キ
ラ
か
が
や
く  

宝
物
」	

高
蓋
小
学
校
　
渡
邉
　
美
咲
さ
ん

「
虫
歯
ゼ
ロ  

そ
ん
な
大
人  

か
っ
こ
い
い
」	

神
石
中
学
校
　
岩
谷
　
愛
花
さ
ん

「
歯
を
み
が
き  

キ
レ
イ
な
笑
顔  

永
遠
に
」	

神
石
中
学
校
　
妹
尾
　
知
華
さ
ん

「
歯
み
が
き
を  

す
れ
ば
心
も  

磨
か
れ
る
」	

神
石
中
学
校
　
野
田
　
佳
月
さ
ん

「
あ
く
び
し
た  

友
達
横
向
き  

に
が
笑
い
」	

三
和
中
学
校
　
森
　
真
奈
穂
さ
ん

「
虫
一
つ  

食
わ
せ
て
な
る
か  

歯
と
娘
」	

油
木
　
大
垰
ひ
ろ
こ
さ
ん

「
歯
も
共
に  

老
い
て
な
る
か
と  

歯
を
み
が
く
」	

油
木
　
山
本
真
希
子
さ
ん

「
よ
く
や
っ
た  

８
０
２
０  

ほ
め
て
や
る
」	

神
石
　
武
田
　
五
子
さ
ん

「
そ
う
言
え
ば  

ど
こ
に
行
っ
た
の  

総
入
れ
歯
」	

神
石
　
萩
原
　
克
信
さ
ん

「
ウ
チ
だ
っ
て  

歯
並
び
良
け
り
ゃ  

美
人
か
も
…
」	

神
石
　
萩
原
智
美
子
さ
ん

「
歯
も
齢
（
と
し
）
も  

リ
セ
ッ
ト
出
来
な
い  

こ
の
辛
さ
」

	

豊
松
　
江
草
　
雅
子
さ
ん

「
家
族
み
な  

白
い
歯
見
せ
て  

笑
い
合
い
」	

豊
松
　
神
原
智
惠
子
さ
ん

「
義
歯
と
れ
ば  

お
も
か
げ
う
か
ぶ  

父
と
母
」	

豊
松
　
土
居
　
良
介
さ
ん

「
抜
け
た
よ
と  

笑
顔
の
手
に
は  

小
さ
な
歯
」	

三
和
　
髙
橋
　
陽
子
さ
ん

「
甘
い
も
の  
む
し
歯
予
防
に  

仕
分
け
す
る
」	

三
和
　
山
本
　
敏
文
さ
ん

「
ハ
イ
ラ
イ
ト  
吸
う
の
や
め
た
ら  

歯
が
ラ
イ
ト
」	

福
山
市
　
山
本
　
裕
弘
さ
ん

「
入
れ
歯
で
も  

皮
肉
の
味
は  

衰
え
ず
」	

府
中
市
　
山
本
　
健
一
さ
ん

　

先
月
号
に
続
き
、「
お
口
の
川
柳
」
で
表
彰
さ
れ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

●
佳
作
（
20
句
）
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お問い合わせ
保 健 課
☎89-3366



備
後
一
宮
　
吉
備
津
神
社

節
分
祭
・
放
談
会（
ほ
ら
吹
き
神
事
）

　
本
殿
（
国
重
文
）
で
、
年
男
・
年
女

約
２
０
０
名
に
よ
り
豆
ま
き
が
行
わ
れ

た
後
、
日
本
一
の
「
ほ
ら
話
し
」
を
競

う
放
談
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
時
）
２
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
７
時
～
（
節
分
祭
）

　
　
　
　
午
後
８
時
～
（
放
談
会
）

（
場
）
備
後
一
宮　
吉
備
津
神
社

�

（
福
山
市
新
市
町
）

（
問
）
備
後
一
宮　
吉
備
津
神
社

　
　
☎
０
８
４
７
‐
５
１
‐
３
３
９
５

お
で
か
け
く
だ
さ
い
広
域
へ

交
通
遺
児
等（
育
成
資
金
）

貸
付
・
介
護
料
支
給
の
ご
案
内

○�

交
通
遺
児
等
（
育

成
資
金
）
貸
付

　

自
動
車
事
故
に

よ
っ
て
死
亡
ま
た

は
、
重
度
後
遺
障
害

者
に
な
ら
れ
た
方
の

お
子
さ
ん
（
０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま

で
）
に
対
し
て
、
育
成
資
金
を
無
利
子

で
お
貸
し
し
ま
す
。

・
貸
付
金
額

　
▼
は
じ
め
に
一
時
金

�

１
５
５
，０
０
０
円

　
▼
毎
月�

２
０
，０
０
０
円

　
▼
入
学
（
小
・
中
学
校
）
支
度
金

�

４
４
，０
０
０
円

○
介
護
料
の
支
給

　
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
重
度
後
遺
障

害
者
に
な
ら
れ
た
方
で
、
一
定
の
要
件

に
該
当
し
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方
に

対
し
て
、
介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

・
支
給
月
額

　
２
９
，２
９
０
円
～

�

１
３
６
，８
８
０
円

　
※�

貸
付
期
間
、
返
還
期
間
、
支
給
期
間
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

神石高原町立病院では，“まめくら
ぶ”（神石高原町立病院健康学習
会）を２カ月に１回開催しています。
毎回テーマを変えて，専門の医師
やスタッフにより，広く地域の皆
さんに健康情報を提供いたします。
どうぞお気軽に参加ください。

＊病院内２階会議室で，10時か
ら，約１時間行います。

＊お問い合わせ
　神石高原町立病院☎85-2711
　（看護部長）池田美智子
　（栄 養 室）渡辺　久子

開催日
１月26日㈬　10時～
� ※奇数月の開催になります。

内　容
「禁煙」について
「よくわかる検査データの読み方」について

担　当
薬剤科長　有木　智彦
検査室長　山岡　京子

まめくらぶ
開催のご案内

神石高原町立病院
健 康 学 習 会

※自治振興会や老人会等の各種団体研修会の場
で，今まで実施した「まめくらぶ」の内容で学
習会講師の派遣依頼をお受けしております。
くわしくは、上記担当者までご連絡ください。

１月１日現在　（　）内は前月比

※�町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

人口	 10,982	人	 （－15）
	男	 5,229	人	 （－ 7）
	女	 5,753	人	 （－ 8）
世帯	 4,216	世帯	 （± 0）

●国民健康保険税・第８期分
納期限　1月31日

人 口 と 世 帯

12 月 の 納 税

火
渡
り
の
秘
法
（
十
輪
院
春
の
大
祭
）

　
備
後
路
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
火
渡

り
荒
行
。
健
康
と
幸
福
を
祈
願
す
る
厄

除
け
、
開
運
の
荒
行
は
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

（
時
）
２
月
23
日
（
水
）
午
前
10
時
～

（
場
）
十
輪
院
（
府
中
市
鵜
飼
町
）

（
問
）
十
輪
院

　
　
☎
０
８
４
７
‐
４
５
‐
３
２
２
５

自
動
車
の
不
具
合
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

国
土
交
通
省
で
は
、

迅
速
な
リ
コ
ー
ル
の
実

施
や
リ
コ
ー
ル
隠
し
等

の
防
止
の
た
め
、「
自

動
車
不
具
合
情
報
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」を
通
じ
て
、

皆
さ
ん
の
車
に
発
生
し

た
不
具
合
情
報
を
収
集

し
て
い
ま
す
。
車
に
不

具
合
が
発
生
し
た
際
に

は
、
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

○
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０
‐
７
４
４
‐
９
６
０

　
（
平
日
・
午
前
９
時
30
分
～
12
時

�

午
後
１
時
～
５
時
30
分
）

○
自
動
音
声

　
☎
０
３
‐
３
５
８
０
‐
４
４
３
４

�

（
年
中
無
休
・
24
時
間
）

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
受
付

　

w
w
w
.m
lit.go.jp/RJ/

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

�

対
策
機
構
広
島
主
管
支
所

　
　
☎
０
８
２
‐
２
９
７
‐
２
２
５
５
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jinsekikougen information

～減らそう犯罪 あなたが主役～ 広島県警察ホームページ　http://www.police.pref.hiroshima.lg.jp/

交 番 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

運転免許更新日のご案内

神石高原町内
事件・事故発生状況

12月分

交通事故0の町を目指そう！

物損事故	 31 件

人傷事故	 1 件

2月の免許更新日は
４日（金），18 日（金）です。
2月18日（金）でも一般・違反・初回の方の免
許更新は可能ですが，3月4日（金）に再度油木
交番へ来所し，講習を受けて頂くことになります。

町内の
交通事故

０件

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴
で
き
な

い
低
所
得
世
帯
に
対
し
て
、
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
は
、

①�

生
活
保
護
世
帯
な
ど
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
受
信
料
が
全
額
免
除
の
世
帯

②�

市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

で
あ
り
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の

簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
の
無
償
給

付
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
の
内
容
、申
し
込
み
方
法
等
は
、

対
象
世
帯
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
総
務
省　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ
の
支
援

　

☎
０
５
７
０
‐
０
３
３
８
４
０

　

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援

　

☎
０
５
７
０
‐
０
２
３
７
２
４

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
た

め
の
低
所
得
世
帯
へ
の
支
援
に

つ
い
て

（
敬
称
略
）

	

名
　
前	

（
自
治
振
興
会
）	

　
　
年
齢

お
悔
や
み
（
12
月
届
出
分
）

赤あ
か　
木ぎ　
花は

な　
江え　
（
安　
　
田
）	

83
歳

田た　
原は

ら　
　
　
好よ

し
み　
（
高　
　
蓋
）	

79
歳

馬う
ま

屋や

原は
ら　
　
　
明あ

き
ら　
（

上

）	

78
歳

福ふ
く　
井い　
ミ
ス
ヱ　
（
小　
　
畠
）	

95
歳

岩い
わ　
畔ぐ

ろ　
　
　
尊た

か
し　
（
父
木
野
）	

82
歳

中な
か　
村む

ら　
ミ
サ
ヲ　
（
高　
　
蓋
）	

87
歳

久く　
吉よ

し　
良り

ょ
う　
治じ　
（
小　
　
畠
）	

83
歳

黒く
ろ　
瀬せ　
ア
サ
ヨ　
（
西
油
木
）	

92
歳

田た　
邉な

べ　
キ
ク
ヨ　
（
仙
養
東
）	

104
歳

宮み
や　
野の　
武た

け　
政の

り　
（
高　
　
光
）	
89
歳

宮み
や　
　
　
ハ
ツ
子こ　
（
高　
　
蓋
）	

82
歳

髙た
か　
橋は

し　
照て

る　
夫お　
（
福　
　
永
）	

69
歳

小こ　
林ば

や
し　
　
　
誠ま

こ
と　
（
坂
瀬
川
）	

82
歳

大お
お　
迫さ

こ　
政ま

さ　
好よ

し　
（
な
が
の
村
）	

87
歳

新あ
ら　
井い　
辰た

つ　
美み　
（
仙
養
西
）	

82
歳

新年明けましておめでとうございます

　旧年中は，「減らそう犯罪」活動について，ご理解とご協力を
賜りましたことに対し，厚くお礼申し上げます。
　本年も安全で住みよい神石高原町のまちづくりに努力いたしま
すので，昨年同様ご支援とご協力をお願い致します。
　新春を迎え謹んで，地域住民の皆様のご多幸とご健勝をお祈り
申し上げます。

スリップによる交通事故防止
　雪道走行時は，カーブの手前で確実に減速し，急加速，急ブレー
キ，急ハンドル等の操作を避けましょう。スリップが起こった時
には，あわてずゆっくりとアクセルを戻しましょう。

謹 賀 新 年

2011  1月号15



　
「
良
い
牛
を
飼
育
し
、
神
石
高
原
町
の
名
を
全
国
に
広
げ
た
い
」

と
86
歳
の
井
上
さ
ん
。
牛
を
飼
育
さ
れ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
で
餅
つ
き

の
実
演
販
売
を
さ
れ
た
り
し
て
忙
し
い
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

若
い
頃
に
牛
を
飼
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
83
歳
の
時
、
再
び
始

め
ら
れ
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
昼
寝
の
時
に
見
た
夢
。「
農
作
業
を

し
て
休
ん
で
い
る
時
、
夢
に
牛
が
出
て
私
の
方
に
寄
っ
て
き
た
。
こ

れ
は
、
牛
を
飼
え
と
い
う
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
そ
し
て
、
す

ぐ
に
牛
を
飼
育
す
る
た
め
の
行
動
を
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
の
牛
舎
に
は
「
我
が
人
生　

夢
・
希
望
・
実
現
」
と
い

う
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
人
生
は
夢
を
持
っ
て
生
き
て
い
く

と
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
活
力
が
わ
い
て
く
る
。
元
気
で
そ
う
い
っ
た

生
き
方
が
で
き
る
私
は
幸
せ
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
神
仏

を
愛
す
る
心
・
家
族
仲
良
く
助
け
合
う
心
・
世
の
為
人
の
為
に
尽
く

す
心
・
１
日
頑
張
れ
た
感
謝
の
心
の
４
つ
の
“
心
”
を
大
事
に
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
わ
が
子
の
よ
う
に
愛
情
い
っ
ぱ
い
で
育
て
ら
れ

て
い
る
牛
。「
セ
リ
の
時
に
は
涙
が
出
る
。“
元
気
で
や
れ
よ
”
と
声

を
掛
け
る
ん
で
す
」
と
、
牛
を
見
つ
め
る
井
上
さ
ん
の
優
し
い
眼
差

し
が
印
象
的
で
し
た
。

元
気
の
秘
訣

「
夢
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
」

有 木 自 治 振 興 会
井上 榮之進さん

☆親の願い　やさしく元気に
育ってください。
� おとうさん，おかあさん

河
か

相
わい

　恵
けい

子
こ

ちゃん（仙養西）☆親の願い　人の気持ちが分か
る，優しい子に育ってね。明る
く元気でいてね♪

瀬
せ

尾
お

　蓮
れん

太
た

ちゃん（小野）
☆親の願い　思いやりのある，
心の優しい人になってくださ
い。お姉ちゃんと仲良くね !!

村
むら

上
かみ

　彩
あ

実
み

ちゃん（福永）

鈴
すず

木
き

　杏
あん

ちゃん（福永）
☆親の願い　いつもニコニコ，
優しい子に♡　ママより
元気が１番 !!　パパより

三
みつ

石
いし

　朋
とも

哉
や

ちゃん（相渡）
☆親の願い　元気に大きくなり
ました。強くてやさしい子になっ
てネ。

今月生まれのお友達を紹介します

☆＼('∇'*) (ヽ〃'▽'〃)ノ☆      H A P P Y  B I R T H D A Y

生き活き
ネットワーク

神石高原町
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